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鎖国後長崎唐人貿易制度について
序
貿易とは、言うまでもなく物と物とを交換することである。そ
れ故、中国側の生糸・端物・荒物等と日本側の金・銀・銅等々それらの物自体を質的・量的に明らかにすることは、貿易の実体を知るためには不可欠 ものであり、文、岩生成一教授をはじめ、いくつかの業績が積み重ねら
れて
いるところである
Q
しか
し 一
方、物と物とが直
接無媒介に交換され
る
のではな
く 、
貿易の舞台
には
、物
を売買する人聞が登場
し
ているのであり、彼等相互間の
契約等が物と物主の交換に先行して
い る
のである
ω
更に
、
貿易は
一般的な商業行為とは異なって、国家の枠を越えた聞をもっている
のであるから
、当
事者間の契約として完結
し
えない性格を持っ
ており、舞台 は国家権力も又報場している である
。
そ れ 故 、
契約の具体的なあり方、そこに介在する諸制度を明 かにすることも又、貿易の実体を知るためには必要 こ主であ と思われる 。
安
幸
野
k二：必
県
それ故
ここでは
、
唐船によって舶載された商品が
、
唐
人の手か
ら日本の商人の手に渡る迄に
、ど
れほどの人の手を経なければな
らな
いか
。
又物と
物と
の交換に付随して
、どの
ような手続きが必
要とされていたのかという事柄を、特に輸入品の取引、しかも糸割符制度とは
一応無関係な端物、荒物の場合に限って若干の考・祭
ケ行な
っ て
みたいと思うのである。更に又
、
幕府の長崎貿易に対
する意凶・計画は何かという側団から貿易制度をとらえようとする円的論的 アプローチではなく、貿易制度の変遷・発展の原因を貿易制度目体の中に求めるために
、
その時々の貿易制度を具体
的に明らかにしてみたいというのが、この小論 おける私のささやか
な企
で あ る コ
売買の当事者及び国家権力の
三
者が舞台で顔を令わせることか
ら幕はあ なければなら
な
いのではあるが、我々
の －
課題である鎖
国後の長崎法人貿易を観察 ると、売手として日本に渡米する唐
人 と 、
買手であ
る
長崎
・京・堺・
江戸
・ 大
阪等の五
カ所商人
の他に
、こ
の両者の聞に介在するものには
、
長
崎奉行
、
代官
、町
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年寄、年行司〈寛文五年以後常行司）、内町・外町の乙名・組頭、唐通事、諸目利、町人である船宿・小宿等々が見られる。ここで、例えば船宿を国家権力と言うことには多少の抵抗を感ずるが、しかし後述するように、船宿に国家権力の末端という性格が全く無かったと言い切ることは きないのである。それ故売手と買手との聞に介在する 制度の解明を通じて、その時々 国家権力の具体的なあり方を知ることも又、可能となってく と思われる 。
鎖国後の唐人貿易に関しては、第一期を糸割符・相対商法期、
第二期を市法貨物商法期、第三期を貞享令による定高制の時期と三段階に分けることが
、例えば山脇悌
二郎氏『長崎の唐人貿易』
、
中村質氏「長崎貿
易
利銀配分体制の形成」に見られる如く、現在
では一つの通説のようである
。
しかしながら私は、第一期を更に
再分して、寛文六年前の差宿制と以後の総振船制に二分し うと思う。なぜなら、残された史料も少な 文不明の点の多い の時期の貿易制度の内で、寛文六年以後の総振船制下のそれは、かなり明らかに しうると思わ からであるば か、更 積概的には、制度的にも 線を画しう と思われるからである
。
そ
れ故、鎖国後の長崎唐人貿易は、次 四段階に時代区分されることになる
。
寛永十四年
l
寛文五年：：：差宿制
寛文六年｜寛文十
一
年：：：総振船制
寛文十二
1
点享一年：：：市法貨物商法
貞享二年
l
：：：定高制
鎖国後長崎唐人貿易制度についてハ安野）
第一章
差宿制下の貿易制度
『崎陽群談』に「唐船入津の問、唐人より何町の誰を宿に住度
と申す
書付差出させ、其
書
付と宿主と名符合候得は、其宿差置候
（ 是 を
差
船と明へ候よしととあり、差街とはこの唐人の指定に
よる船宿のことである
。
この船宿の働きについては、中村氏は次
の六つをあげておられる。ハ
1
）唐人の宿泊、（
2
〉商品の保管、
倉蔵業
、 （
3
）取引斡
旋
、 （
4
） 輸 出
口 問 の 調 達
、（5
）投銀の斡旋
、 （
6
）
出帆後 売残り荷物 委託販売
ο
（尚、端物、荒物の輸入の場合
に問題を限定したので、 こ は（
1
） （
2
） ヘ
3
）のみを考察の
対象とする。）以上は、人に対するものと商品に対するものの二つに大別することもできるが の他、山脇氏の
一一 一口われる船の摺
タテ輝、修復、網打の世話、空 の警備等々 船に対する世話もあるように思われる
。
これらの働きに対して、船宿が宿口銭を取っ
たことはよく知られていることである
。
文この
差宿
制では対処し
えない場合、 まり吉付の町名や人名等に害違いがあった場合や漂着船の場合
に
は、長崎の町
々に順番を決めておき、その町に船
山伯をさせ、宿口銭を取 せ たのであ
。
これを振船といい、
この振船｜｜宿町制ができるのは覚
、氷十八年のことであると諸記
録は伝えている
。
この船宿及び宿口銭は、鎖国以前にも存在していたことは疑い
えないことではあるが
、
差宿
制の始を寛永十四年と九
一 一口われる山脇
氏の説を私も取りたいと思う。なぜなら『崎陽記録』（『通航一覧巻之二百二プつに「寛永十四年、唐人差宿といふ事始まる」とあ
七
五
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るばかりではなく、
鎖国を境に大幅に変
化する
唐
人
貿易のあり方
の
一 つ に
差宿
制の成
立があると私は考え
るか
らであ
る
Q
鎖国前の唐人貿易は「唐船何国之浦にも入津して雄二商売致一、
更に無一一御構こと言われるように、（
A
）長崎一港
一に限られてい
なかったし、矢野仁一氏が「長崎市史、通交貿易編東洋諸国部』において、鎖国前の唐人貿易 唐人の自由であったことを指摘する中で
言
われている如く、（
B
）貿易のために渡来する唐人と船
宿との分別ば明確ではなく
、両
者が融合
している
場合もあっ
たの
で あ る 。
一 史
にハ
C
）
麿
人
は直接日本
側
の買手
と取引き
を行なっ
て
いた
のであ
る
。（
A
〉は説明を加えるまでもないこと
であろ
う
が 、 （
B
） （
C
）に関しては、矢野氏は次の記録
等をあげてお
られ
る
。
まず（
B
）唐人主船宿の未分離については、
（イ）『古
集 記 』
寛永の半迄は
、
唐
人日本
住宅の事無こ御構
六依レ之
長
崎に妻子
を持住宅の唐人有、此者共唐に好身の
者有
レ之。商売に来朝致、
其来朝の唐人共、住宅唐人の一家其外好身の所を船宿にして商売致し：：・（ロ〉『長崎港草』
船より直に己が知音の
一方へ荷物を揚て心の佳に逗留す、宿々
よりは唐船の入津
Lし聞ときは迎船
を出し、宿
の
ことを約す、身
上宜
しき
唐
人
は長崎に妻子ありて多くの
人を
召抱へて住居
する
も所々に在り、
是等の者の縁家文知音の方へ宿
するも
あり：
： ：
（C
〉
の唐
人の相
対商売については
、
（イ）『市法旧記
』
七 六
軽き唐
人
共は荷物を一にか
つ
ぎ
、町中振
売致
し ： ： ：
（
ロ
〉『長崎港草』相対の商売にて、唐工の人もほしひままに近国所々へ往来
し、手
軽
き唐人は荷物を肩にかつぎ或は携ヘて町中を売あるく
に何の御構ひなく・
． ． ． ． ．  
寛永
十
年よ
り十六年迄
の問
、
五回に
わたり発布さ
れた鎖国令を
中心とする幕府の鎖国政策により、唐人貿易がどのように変化したかを考えたい
。
まず第
一
に、（
A
）寛
、氷十二年には長崎以外に
船を着け商売 こ
と
は禁止され
、
漂着
した
唐船
も長崎へ引渡さ
れることとなった。貿易制度上一層興味深
いものは、（
B
〉貿易
のため渡来する唐人と船宿である住宅唐人との法的な分離である
。
つまり、日本住宅唐人は日本人として日本の法の下にあり、
渡来
する
唐
人は法の外にあるということになるのである
。
これは
寛永
十二
年の日本
人
具国渡海の禁の徹底のため
になされたも
のだ
と想像され
るが、こ
の法的分離は次の『詩司
統
譜 』
「唐船請
人始
之由緒」から知ることができる
。
一寛
永
十二
年亥年
酬
研一捕特搬御
在勤之節、唐船数般
渡
海仕候
処、其内切支丹類族之者過半唐人－一紛込ミ罷渡日本二、武道具等本国エ密ニ持帰候段被こ聞召一候、唐船渡海急度御停止被二仰付一候
所
、御法度外ニ
唐
人
共
御歓申上候－一付、御当地住
宅唐
人
共ヨリ請合証文於
差上
候ハ、実体ニ唐人斗渡海御赦免可レ被二仰
付一候旨
被
ニ仰出－候－一付、
数般之唐
人共唐
人方へ
参
、 此
節請
人
ニ
罷立呉候様再三相頼候得共
、
其節者住宅
御赦免之瑚ト申
殊更
大切成
請合難
一 泊 叶 一 由 及 一 一
返答
一 候
共
、
再応達テ相頼候
一 一 付 、 無 二
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是非一請合－一相立、依レ願唐人共右之趣言上仕候処、然上ハ別保有間敷旨被一一仰出一 御詮議之上－一テ江府エ被一一仰洩一国禁御赦免被－一仰付一候
。
（読点、傍点は
筆者
が使宜上付けた）
この「唐船詩人」というもの自体が、渡来する賠人が日本の法
の下にいなかったことを端的に示している。叉日本住宅唐人の「住宅御赦免」つまり
唐
人と船稿との法的分離が寛氷十二
年
に行
なわれたことも知られる
。
ところで、差宿制 指標とも考えられる は （
C
）唐人と
日本側商人とが直接 商品と代銀とを交換しあうことがなくなり、両者の聞に船宿が常に介在す ようになったということである。つまり、日本側商人への の取渡し、及び彼等からの代銀の取立ては、唐人ではなく船宿が行なうと言 ことが、この差宿制の成立と共に始まると思われる である。
このことは、次の二点から考えてまちがいない 思われる。ま
ず第一は、後述するように 総振船制下にお て、宿町が「商売井口銭之儀」に関して「船一 きの支配」（『唐通事会所目録こ九頁）を行なっており、宿町が荷改帳及び売立帳を奉行所に
呈
出
していたこと
。
第二点は、総振船制下において宿町が行なってい
た取引斡旋の実体と、差市制の例外として 振船
l l l
宿町制下に
おける宿町のそれ は大きな相違はないと思われるし、
差
宿制下
において、 働き 船宿の働きと 、ほ んど同一である思われること。特に、差宿制下の船宿が荷改帳を作り、奉行所に呈出していた は、『唐通
事
会所日録こ「寛文六年十月九日
覚」に、差宿制下におい 行なっていた船荷改 方法及び荷改帳
鎖国後長崎唐人貿易制度について（安野）
寛る 様 i－ー一一一一一「一一 一一一一一ー 一一←一一一一一一l り 呈 帳の
永 。 、以の、永か i l宿口銭を定める。端物一反に付 iは出に作
十「 船上口、十に ｜元和 1年 ｜ ｜ 、し関成
年端宿か銭、八渡 1 ｜きー匁、荒物百自に付き「匁 ｜宿てし方
の物の らの、年世 i i l 口いて法
際ー 取 、半、長を 「一 一一一 － 一一一一一 一－1 銭 た は が
不反 分宿ば、崎営 ｜ ｜宿口銭を半減する。端物一反に ｜にで 、述
変にの口を、奉め ！寛永10 年 ｜ u ｜関あ確べ
で付半銭減、行ど j l付を五分、荒物百自に付き五匁 lすろから
あき減 のじ、曽も l ｜ ｜るうなれ
るー の 半 困 、 我 、 ！一 寸 一 一一一 一一一 一一一 一！次 と 史 て
こ匁 こ 減 窮 、 叉 船 ｜ ｜船宿の取分を 3貫目とし、 残り ｜の想料い
と、とはの、左宿 l f 永18 年 1 1 年 像 を る
は荒で、民、衛せ ｜ノ己 iは総町で配分 i代さ持こ
、物、寛に、門~ ! I ｜記れたと
寛 百 残永与、、る 卜←← 一ー－i － 一一一一 一一！がるなか
永 日 り 十へ、今も i I l 立
十には八ら、村の ！ ！船宿の取分を 1貫 50 目とし、 ！ぇこが確
八付配年れ、伝は ｜明暦 1 年｜ ｜ての、め
年 き 分、賑、四悶 1 1 残りは総町で配分 ！く想恐ら
、十 さ明は、郎窮 ' 一一一一一一J一 …一一一一一一一一一一一一 _ i れ 像 ら れ
明匁 れ暦し、御の るをくる
惰」た元玉、支者 う港に。裳船
元とこ年々、配 多大のくる仕第多利 に草関寛 付宿文
年いとの u の けに者な荷立にくを唐あ」 し 永 けはー
のうが場 時れ 取もり物て船し得船るに て 十 る売方
時原 知 合 、ばり口、も、もてる年 。次『年 手立ー
も 則 らと 船、 、、銭船手積大、こ毎 の長の が lj 長 売
不が れ 同 宿、寛 寛 莫 宿 厚 来 く 次 と に よ 崎 件 かも立
七
F 七
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変であることを推測させる
。
ところで、先に見たとうり鎖国前は唐人と日本の商人とが直接
商売を行なっていたのであるから、公定の従物口銭、従価口銭の率によって船宿は前述の六つ程の働きに対して反対給付を受けていたことになる
。
しかし、鎖国体制の完成した寛永十八年以後に
なると、船宿の取分は一一
一貫
目、一貫五百日と定額に固定化され、残余は全て一ケ所に集計され 町年寄・年行司の立合の下に総町に配分されることになる。こ らのことが可能であるため は 従物口銭・従価口銭の総量を、つまり貿易取引総高を奉行所 把握していなければならない
。
なぜなら、宿口銭は従物・従価に関わらず買手より出すものであるから、取引総高を知らなければ、宿口銭を
一 一 貫 日
等と固定することは ただ船宿の自主性 みをたよることとなり、この制度の履行のため奉行所は何の強制手段も持たなかったことになるからで
法政史学
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ある
。
それ故、おそくも寛永十八年までには、奉行所は船宿から
売立帳を受以ることにより、貿易取引総
高
を把握していたと推定
される
。
以上から明らかなとうり、船宿が荷改帳、売立帳を作りそれら
を奉行所に
呈
出したということは、
情
人が自由に商業活動を行な
うことを否定し、賠人と日本側商人との聞に常に船宿が介在するようになったこと、又奉行所は船宿を通じて唐人の活動を統制しうる立場に立ったことを意味してい
。
しかし、差宿という形に
おいて、唐人と船宿が結び付いている 上、奉行所 貿易統制は、強力なものとはなりえなかった
。
第二章
総振船制下の貿易制度
『長崎実録大成』に「寛文六年美宿を相止、入、津の船不レ残宿
町附町の順番を定め、其町の乙名居宅に船頭役者を宿せしめ、其余は家々に在留せしめ、其町中に口銭銀を取せ 其外総町中に配分せしめらる」とあり、差宿制の下で、特殊・例外的な場合にのみ適応されていた振船
11
・宿町制が一般化されると、総振船制と
なるのであるが、この制度の始りは、『賠通事
会
所目録この寛
文六年六月九日の条に次 ようにあることから、より正確に知こ左ができる。
甚三郎様（松平隆見、長崎奉行、六月六日着）
J
今日通事中
間被召寄、被仰付候者、向後唐船之儀ふり船－一被仰付候、平石船者前廉－一参候－一より、其通りニ被仰付候。尚、この平石船というのは、萱番潮州船で、宿が本鍛冶屋町平
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石次郎左衛門であるこ
とからこう呼ばれたのであ
ろ号
。
勿論これ
は差宿である
。
この宿町の働きは、
差宿
制下の宿町と、それ故船宿とも同様で
あったと思われるが、実際に取引斡旋合行なったこれらのものと奉行所とのパイプについて考えておきたい
Q
振船
1l
宿町制、総
振船制においては、奉行所
11 1
町年寄・常行司
11
乙名・組頭と
いうラインが想像されるが、一方、差宿制では、
奉行所
1 1 1
情通
事
｜｜船宿というラインが確かめられる
。な
ぜ な ら 、
唐通事のお
かれたそもそもの目的が「伝国令、使華商互帥所生理」（
「長崎先民
伝』）ということに ばかりではなく、次の
三 つ
について奉
行からの諮問に対して唐通事
差上
げた答申の覚であると思われ
るものが『唐通
事会
所目
録一寛』「
文六丙午之年十月九日、党
」
として存在するからである
。
すなわち、（い〉庇船の荷改帳、と売
立帳と少しも相違しない様にするための方法、（ろ）船荷改の方法（は）唐船入津の際、御検使之衆が封をするものの種類
。
第一条の（い）に対するものからは、前述したとうり、船宿、
宿町が荷改帳と売立帳を作り奉行所に口
百出していたことがうかが
われる。次に ろ に対するところの第二条には、「宿主ノ筆者」達の作った荷改 が通事に渡されること、唐通事 「荷物共之直段之積リ」等をも行なうことが
一記されている。それ故、奉行
所｜｜唐通
事
｜｜船宿というラインによって荷改帳を、更に恐ら
くは売立帳をも奉行所は入手していたこと、及びこのラインを通じて取引直段の統制を行なっていたことがわ る である
。
それでは次に荷改帳、売立帳が総振船制の下ではどうか司という
鎖国後長崎唐人貿易制度について（安野）
ことに関して
は
、両帳が寛文六年の時に存在していたことは先に
見たとうり確実なことであるが、売立帳は次のものによって寛文八年にもその存在な確めることができる
。
つまり「宿町より
差出
之売立帳は五十日切に急度可差上之旨巾什之
事
」と『
長崎記』
「寛文八戊中年店船帰帆の党刊にハ
『通航一覧巻之百五十二
』）に
はあるのである
。
しかしながら、総振船制下において阿帳が共に
今迄どうり店通事を介して奉行所へ呈出されたのかそれとも町年寄を介してかは、残念ながらわから い
♀
がしかし、総振船制に
なってから見られ
ることで、奉行所｜｜
町年寄ラインを通じて発布されるも に、次の如きセリの禁止がある
ο
ハイ）『長崎一司』「寛文八戊申年、府船入津より長崎在留中覚」ハ「通航一覧巻之百四十九』）には次のようにある
。
一唐船荷物商売の時分、セリ買仕同敷旨、町年寄共より相触
候 事 。
（ロ）『長崎略史』「寛文十一年 一月、唐船商売法を定め三十八番船より施行す、其奉行の布達者は左の如し」の第一条には
一せり売飛売
右年々町年寄方より雄二相触供六唐人前商売はゆるかせの由相聞有レ之也、向後違背の誌は縦後日に相聞候共其国々所々へ相断急度
。 曲 事 に 可
－ 一 申 什 一 事
このセリの禁止とは（ロ〉の第
三条に
次のようにあることか
ら、逆に言えば入札の奨励ということであると思われる
。
一端物荒物商売
七
)L 
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右宿町付町乙名組頭兼て京都大坂堺之相場を承令相応の買主に於ては争杯一小〜卦レむ荷物為一一売渡一可レ申候。若密に唐人相対を以買取族有レ之は其趣奉行所へ早々可こ申出一也
。隠置
脇
より相聞候はば宿 附町乙名並組頭可レ為一一越度一事
入札を奉行所で開くことにより、前述した荷改帳と売立帳の二
つで貿易の監督をしていたことから、更に監督を強化しようとしたと思われる
。
しかし、奉行所のそのような意図にもかかわら
ず、実際は総振船制の最後になっても「ゆるがせの由相関有之也」という状態であったのであろう。しかしこのセリの禁止を更に一歩進めて、入札を奉行所で開くことをテコに、奉行所が取引の値段決定に介入することになってくると、次の市法貨物商法の時代に入ること なるの ある
。
尚、「若密に唐人相対を以買取族有之
は
：：：」ということは、
宿町・附町乙名・組頭に対して唐人の監督を命じている であり、前節で予想したとうり、唐人の相対商売
の禁止並
に 、
差船の取
引
仲介が歴史的前提となっていることは当
然の
ことで
あ
る
。
市法貨物商法に入る前に、「住宅唐人の一家」や
「好身の
所 」
であった船宿の特権が、小宿という形で復活すること、及びこ
の
小宿制に附随して生まれた三ケ一 つ て述べておきたい
。
小宿とは、存唐人の宿のことであるが、「或
は背貫目の船は
十
貫目二十貫日程ならでは船鼠荷物
はなくしとある
ように、唐人達
は荷物の大部分を客唐人の荷物とするこ で、総振船制の
一兵をか
き実質的には唐人との個人的な結
び
付き
の強固な船宿の存続をは
かったものと思われる
。
この小宿の成立を期に、唐船の荷物は船
「客荷 た頭
客唐物宿よ荷
之人の町う物
荷の 保ー がで よ
物荷管船あり
小物ををる客
宿の行割。唐
に保な当 人
て管うて の
直 を の ら そ
ぐ行にれ れ
な対、 の
ばっし？ 方
かた、るが
り 。 小 飢 多
致（宿恐い
候 3 は掛と
百官 ＼ノ ． 
究文6 ー 批1 法取 T 雫 5・ 
る る第こて町合て か町しを小 80 ~宿 荷致宿引）会 あ
。こ四と いのひももの、行宿頁唐之物し参斡客支 り
と条はた監文、こ仕代なは）通仕渡ぷ候旋 唐話 方
かに、の督ハ「 の事銀いたと事事し穴而に人仰 にら次前で下判本値での、だあ会ニ申毒口関の 1~ 変
もの述 あに致宿組あ取曹似る所御候子合し宿（ わ
確よ（る行し参みつ lL 口口温 と日座処会ひ 泊 2
めうロ。な」候にたてのみう録候、宮文て（） て
らに ）こわと而お 。は引のりー」皆目 ハは 2 船 い
れあののれ街口いし宿渡み、』 本そ 判、〉頭 つ
所行奉
ま①
帳
H良宿町乙名・組頭＋」可」竺－~－船fl 付回I ;c 銀 ⑥ 月【
＋ i ↑ー ー
＂￥見； : 
③ ：  ! 
: L. 主奴皇一
小街し＿＿＿＿ ?_I主墾：..~－－－＋客唐人
商
（船頭荷物）
全容唐人荷物
入 札②
荷物④
元銀＋口銭銀⑤-i －ー 一一一一ー ーー ーー ー
人
八。
図IIftl 区高日制！
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一客
唐人小宿の商売
右小宿の者宿町附町乙方へ窺レ之船頭荷物之甚段に準し可レ致二商売一なり、若
於
－ 和
背
一は唐
人 小 宿 可 － 一
召放
一事
つまり、小宿ができても宿町が「船一まきの支配」を行なうと
いう
原則は貫ぬかれているのである。
しかし
ながら
、口銭は
（1
）
宿泊、（
2
）商品の保管、及び（
3
）取引斡旋（中
で
も特に
値組
み）に対して与えられるものであったので、「町々に唐船引請候
欠カ
ても、小
宿に貨物を引分候故
、
次第に宿町附
〔町〕何
の徳分 な
く候」というこ、とになり、地下中は小宿の廃止を願い出たが、小宿と結び付きの強かった
唐通事等の反
対があり、小宿は廃止され
ない代りに「小宿付ノ客唐人荷物之内ヨリ、三分一小宿礼銀ナシニ 買
取」り「小
宿取候口銭の分宿町附
〔 町 〕 に
取
」るという
妥協が
成立し、三ケ一としいう新しい制度が生まれるの
であ
る 。
第三章
市法貨物商法下の貿易制度
寛文九年の触書「異国一一銀子遣候儀は御停止に候」により、鎖
国後引続いて、来航
唐
人と
の聞に私的紐帯を濃厚に保っ
ていた船
宿（小宿）が、舶載品に対して所有権文は先買権をもっところの「一 言
伝銀」的な投銀を行なうことは
禁
止された。以上のこと
は
中
村質氏が「投銀証文に
関する一考察」
に
おいて明らかにされたと
ころである。
更に寛文十二年になる
と、小
宿が舶載品の取引斡旋
、つまり
値
組みを行なうことも不可能となり、ただ（
1
〉宿泊業（
2
）倉庫
業のみを行なうことになる
。
（尚、（
1
）
は
元
禄二年の唐人屋敷
鎖国後長崎唐人貿易制度についてハ安野〉
の成立により、（
2
）は元禄十五年の新地蔵の成立により、小宿
の活躍しうる余地は全くなくなったと思われる。）
以上のように船
宿
、小
宿の活動が制限
さ
れ
る 一 方 、
奉
行所
11
町年寄ラインによ セリの禁止が一一層発展して、入札を奉行所で開くことをテコに、値段決定は奉行所が白から行ない、唐船一一般ノ＼の支配は順に
町
年寄が行なうようになると
、市
法貨物商法
と
言われる新らしい貿易制度が生まれることになる。尚この制度に関しては、『通航一
覧巻
之百五十七
』、中川
忠英『長崎記』
「 市
法商売之事」等にくわしい記録
がある
。
まずはじめは、寛文十一年
十一月、其年
最後の
入 港 船 、
三
十八番船の
貿易
に関して、
次のような工夫がなされた。（a
）宿町である今博多町は
商人達の入札を聞き 高札より二番、三番迄の値段の
書
付
を奉行所に差出す
。
（b
）
奉
行所は高札より三番
迄の値段を平均し 唐人に対して此値に売可レ申候哉、不勝
手に候はば持
戻
り可レ申」
と言い渡し、唐人が「書付の通売払可
ν
申
」と
請合うも
ι次
所
行
奉
商 二
十八番船
j[ ffil~ ⑥ 
② 
今博多 田T
[)] II 寛文11 年11 月
八
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（
C
〉商人達に「右の品々今度入候高札の直段にて、一
一 一 番 札 の 商
人まで
三
人に日せ候問、請以候様」に申付け、商人達も請合うと
商品の引渡し代銀の取立てが行なわれた
。
こうして商人達が今博
多町に支払った銀高から賠人に支払った銀高を差引いた残余は間銀といい総町に配分された
り
翌十二年になると
、昨年
の一一一十八番船の通りに貿易取引が行な
われることを知った商人達は「セリ合騒動仕」「大小に不限我勝に宿町乙名所に入札持参の者数千人押込み、先後を争ひ喧嘩口論有レ之」というありさまで、（
a
）の過程は、五ケ所商人の多数
が、宿町乙名所にて入札を行なうので なく、桁町乙名所を介さないで 五ケ所商人の内から選ばれた代表者による入札によって唐人売値を決定しうる機関が成立することになった
ο
つまり五ケ
所商人の内より、糸、端物、荒物、薬種等々 日利をそれぞれ十二人宛選び出し、彼等の作った計五冊の他人帳を奉行所で開くこととなった
υ
それによりハ
C
）も振クジ文は入札によって商品は
商人達の手に渡るようになった。
史に翌延宝
一五年になると、五ケ所目利の他に、五ケ所札宿老、
会所支配人が定められ
、市
法会所が作られる。こうなると（
C
〉
の過程も宿町を介さ いで会所で行なわれるこ なり 宿町の行なう取引斡旋は商品 引渡し、及び代銀の取立のみと っていっ た 。
このようにして完成する市法商法という貿易制度において、元
値が決定され、商人達の入札 経て、代銀が支払われるまで 過
八
程は次のようになる。（a
〉諸日利が各蔵本で商品の見分けを行ない値入帳を作成す
る。これを札宿老が一冊にまとめ、町年寄を経て奉行所に呈出する
Q
（b
）奉行所では「高下を除、中之値段を以て」又は「其年持渡
候品々の内、多持渡候は下直成直段一一御極、又小分に持渡候物は高値の札に御極被レ成」元偵を決定
し、「別帳に之を記す
同この
帳面を町年寄が宿町乙名に、更に宿町乙名は唐人に見せ「陪人売申問敷と申 諸色ハ帳面廉々ニ付紙を致し」再び町年寄に渡す
。
〈
C
）町年寄がそれを札宿老に渡すと、会所では看板を出し、尚
人達の入札が始まる
のである。
尚この入札値と元値との
差額で
、間
銀に相当するものを増銀と
いうのである
。
こうして、値段決定のための制度が新たに生まれ、
増銀が新たに尚人達より
支払われ
ることになったので、落札商人
に商品が渡されるまでには次のような手続きが左ら ることとなっ た 。ハd
〉落札商人は増銀を持参して会所に行き、会所支配人
す
。ハe
〉支配人は其船の・制町乙名へ「何々ノ域銀請取候間荷物可相
渡」という差紙を遣す。ハf
〉其差紙を乙名へ渡すと、乙名は賠人より落札商人へ商品
引渡す。ハg
）商品を請取った商人は宿町乙名に代 支払う
。
増鋲の配分等に関しては先学の研究にゆずるとして、小宿口銭
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に関して一
一 一 一 目
したい
J
総振船制の下では、小
街
口銭の三ケ二は小宿が直接入手してい
たのであるが、市法になると、小術は他組みを行なわず、宿泊業合山作業に対する小山口銭は柏町を続て受け取るようになった主思われる
ω
なぜなら、『長崎略山と「点平二年二月七日入港せる唐
船畔般の向売に関し町年寄より令す こと左の如し」には次のようにあるからである。
一
、同人商売相対に可レ仕事
但小指へ荷物持込不レ巾町乙名所に値段組可レ申由
一
、小約荒物一
割端物六歩之口銭一ニケ一
・
一 一 一 ケ ニ 共 に 其 祈
町乙
名方へ先預り一川二召置一之由右二般之船代銀は当四月廿日切に皆済可レ仕由被一一仰波一候事
つまり「一 一ケ ・三ケ二共に其宿町乙名方へ先預り可有置」と
あることは、小布の取分である小宿口銭三ケ二が宿町乙名を経て支払われていたことを歴史的前提としてい のである。尚第一条において、市法が廃止されても、小宿におけ 値組みは復活 ないばかりか
客唐人の荷物の保管も禁止されたことが知られる。
ところで、この市法貨物商法において注
H
すべきことは、前代
柏町が奉行所へ呈出していた売立帳にあたるものを奉行所は白から作ったと うことで 。前記（
b
〉の唐人の付紙のついた
《別帳》こそがそれである。これにより奉行所は唐人達の貿易取引総績を把握することが きたのである。それ故、船毎のこ 帳面を集計すれば唐人達の年間の取引総額も正確につかむことができたはずである
。
それ故市法商法における以上の手続を顛倒して
鎖国後長崎唐人貿易制度についてハ安野）
I: 増る 11 ；行奉
今金懸 令所行
欠 j名をりにが所
く触 、物 よ （ が
べれ奉肉る a 唐
かな行法定）人
らか所と尚のの
ぎつがい 11~J 過年
るた作ろへ程聞
もこ為もとを貿
のと (I せの I！争経易
はでにも代ず取
、決 、はに号l
I 'l Jn 全 ｜日 di 定 商 進 直 総lと二j~志fゴ袖人｜荷主主会会主雪
l 質 物 lky ーのここ '(fl:
,j!£. i: 1 寸 ＇t ~＇ 1 劫商、入との定
商法で札に帳し
た割こ符る氏貿に 思度次あれら・はな人ときのな面た
と符と宿との易、わとのるてれ中 1;1~ しがいあ結るを上
思宿。老す言商長 れ関三。い、・定て五うが栄 ο 作で
わ老第がるわ人崎る連点こた落小さいつ f7( ると又る
れの 二 支なれはに Q がかれと札のれたの劫もし、と各
る活に 配らる、下まあららい銀等、こグ制のて点す船
五躍 、しば通中で ず る 糸 の う 高 級 し と ／レ度で生享れに
ケし彼て、り田い よ割l ここもにか a I のあま令ば対
所て 等 い糸で易諸第う符とと限分も彼プ説るれに、し
糸い糸た割あ直国ーに制はでらけ大等 を ll)j J る よ貞奉
辛 i]-1 りi
l:{)N I↑l d；貨物1ffi 法
入
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鎖国後長崎唐人貿易制度について（安野〉
割符会所は、糸割符
の
廃止や
復
活等には関わらず、存続している
こと
。第三点は
、延宝
二年立
山
に奉行所ができ
、 西 、
立
山岡
奉
行
所となるに及び、五ケ所糸割符
会所は翌一一一年本博多町より
、
立山
奉行所の近くである八百屋町に移るにもかかわらず、更に翌四年にはこの会所の建
物は
市法会所
の
ものとなり、市法廃止後、再び
五ケ所糸割符 に復帰するが、建物の名称の変化にも関わらず、同所
は諸国貿易商
人
の統制を行なう所として存続
していると
見られること。
以上のことを、明らかにするためには、
更に
、今迄
三期に分
け
て
考察を進め
てき
たそれぞれの貿易制度を
、
貿易商人の統制
と い
う側面から再度吟味しなければならないと思われる。しかしながら、我々は最初
の
問題設定に
おいて
、糸割符制度とは一応無関係
な端物、荒物の輸入の場合に問題を限定した以上、考察はここで一旦止
まらなければなるまい。
八附記〉
拙いこの小論の全ては、『唐蘭船交易
党書』を
テキストにして
行なわれた四十年度の岩生先生 演習に負っているので
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